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第6回衛生工学シンポジウム
1998.11北海道大学学術交流会館

7-3 轡薬草操髄』ニ髄Fにおける潤m水麓環境

八戸工業大学 O大槻智子、福土憲一、佐藤米司
1.はじめに

日本の下水道普及率も 5割を趨え、高普及率になった。しかし、大都市左地方都市の下水道整備

状況には、大きな格差がある。平成 8年度末現在で政令指定都市 95%程度の普及に対し、その他

の一般都市は30%程度にとどまっている。その中でも特に、町村の普及率はわずか10%穂度であり、

地方市町村、特に過疎地域の普及率はまだまだ低いのが現状である。下水道普及率を高めていくた

めには、これら地方中小市町村で、下水道事業を積極的に行っていく必要がある。このような場合、今

までの大都市を対象とした「下水道施設計画・設計指針Jでは地方市町村の実状を充分対応できない

事例が出てくると患われる。

そこで、本研究では、近年「八戸市のベットタウンjとして人口の伸びが目立っている措上町の水環

境に注目し、下水道整備のされていない沿岸地域における水質汚染の現状を把握することとした。こ

のために、町内を流れる中小河川の既帯の人口・水質資料を収集・整理した。また、独自に水質調査

を行って、人口の増加と水質の関係について考察し、既帯の下水道整備計画の妥当性を評価するこ

とを試みた。

a髄上昨の観要
図-1のように階上町は青森県の最東南端に位置し、南は標高 740mの階上岳の麓に聞けた丘陵

地で岩手県に隣接する。東は太平洋で 5.5kmの海岸線を有し、 4漁港と 6ヶ所の漁業集落が点在し

沿岸漁業を営んでいる。一帯はワカメ・コンブ・ウニ・アワピなどの宝庫となっており、近年では資源、枯

渇を防ぐために増殖事業などの“遺る漁業"へと変化しつつある。

八戸市は県南の中心都市として位置づけられており、隣接する階上町中央地域の宅地化や道路網

の整備など、通勤、通学の距離的条件が整えられ、昭和50年代に入ってから人口が急激に増加して

いる。気候は、春から夏にかけて偏東風(ヤマセ)と冬の西風の季節風があり、平均気視 9.1
0
C、年間

降水量は 940mmと少なく冷涼な気象条件にある。交通体系は jR八戸線、国道 45号線、県道のほ

か、国・県道を背景に町内を縦横する町道からなっている。
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3.調査方法

3-1 資料収集と定期調査

階上町保健衛生課が年2-----3回行ってしも町内中小河)11 (地点①~③)の水質検査結果1)を収集し、

整理・解析した。さらに、独自調査を①~③を含む13地点について6回行い、結果を総合して解析し

た。調査項自はBOD(生物化学的酸素要求量)，COD(化学的酸素要求量)， SS(懸濁物質)，DOC(搭

存有機炭素)など 12項目についてである。また、階上町の調査では流量測定を行っていないため、

独自にブ。ロペラ式流速計を用いて断面一流速法で、流量算定を行ったO

3-2 24時間観測調査

上記の調査のみで、は平均的な水質状況がわかるだけで、あり不充分で、ある。そこで、定期調査にお

いて水質悪化地点と認められた3地点(③、④、⑤)について24時間測定を2間行った。水質分析項

目は、 COD，SS，DOCなど7項目についてである。流量についても定期調査と同様に測定した。

3-3 人口推移~予想

階上町住民課より入手した人口統計デ}タを用いて解析し、人口の増減の変化を地底ごとに調査し

た。今後の人口動向については田帰方程式によって推定したo

4.調査結果および考察

4-1資料調査と定期調査の結果

関…2、 3~こ BOD と SS の推移の一例を示す。階上町においては河川の環境基準値を定めていな

いためB類型の河川l環境基準値を参考にすると、5地点、でBOD，SSなどが環境基準値を上回ってお

り、水質汚染が認、められた。このうち、③⑤及び⑦の地域の上流には住宅密集地があり生活雑排水が

流れ込んで、いるためと思われる。③ではBODが40以上となり値が高い。また、 DOC/日260では 180

付近と生下水に近い状態にあることがわかった。⑤においては陰イオン界面活性剤の値が最高2mg/l

と非常に高く、外観(写真一1、2)や臭気からも洗剤等が他の地点より非常に多く流れ込んで、いると考

えられる。A及びC地点は隣接する工場があり工業廃水が起因しているものと考えられる。

以上の結果から、住宅密集地からの排水と密接に関係があると思われる③④及び⑤について、 24

時間測定を行い、水質と流量の変動状況を詳細に調査することとした。

dゑ

100 

80 

60 

40 

20 

(
一
¥
凶

E
)

o 
H3.1 H10. H9.1 H8.1 

BOD推移

押'
d
せっ白

H7.1 H6.1 

図-2

H5.1 H4.1 



⑧CiIT審

CiIT CiIÞ~CiIÞ 
輔，謬.網ー...帽咽司・・~ ~ .. . -----掛網・ーー-;

・ CiIT ⑧ CiIT;審 i糊そ惣g/d
j@:@jj:;  

.~........…;…@…-;ë....…… .j 
d勤・ CiIT CiIT CiIT:品・ ・ @・

CiIT観 j 震2十@@;目繭g;題露 お f i; ; 
議CiITCiIT;議磁@ 欝鶴 勢益
⑫⑧蜜i 問撃ぷ審議関2iZ欝援露iぬ菌関鐙j鯵欝警ム

長診

塁審
@ 

100 

80 

60 

20 

40 

(
一
¥
岡
山
と
)

o 
H3.1 Hl0. H9.1 H8.1 H7.1 H6.1 H5.1 H4.1 

ss推移3 図

地点@採水地状況

4-2水質及び流量の24時間変動測定

図-4"'6に地点、⑤の結果を示す。図-4に示したように、流量については明らかな時間変動は見ら

れなかったO 地点⑤は中央地毘の住宅密集地および東部地区の漁業業を主としている地域の排水が

合流していると考えられi生活パタ}ンによる流量への影響が少ないと思われる。図-5にCODの結
果を示す。 COD には 2 つのl::O~クがありそれぞれ 21 時と 9 時で、あった。はじめのピークは夕食から
入浴による排水の増大、後のピークは朝食から洗濯による排水が起困してし 1ると考えられる。函-6~こ
陰イオン界面活性剤含有量を示す。この項自については平成 10年 7丹の調査でのみ測定した。界

面活性剤は家庭用洗剤に含まれる主な成分であり、家庭から出る雑排水の動向を調査する上で、有効

な測定項目であると考える。 CODの傾向に似たピークが9時""'11時に見られこれは明らかに洗濯排

水によるものと考えられる。
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流量経時変化図-4
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図-5 COD経時変化
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4-3人口雄移と予想

図-7~こ平成元年からの人口推移の状況を示す。階土町は東部・西部・中央地区に分けられるが、

中央地区が最も多く町全体の約 6都もの人が住んで、いる。中央地区の人口は年 150人の割合で増

え続けており、 10年後にはこの地区だけで 10，000人を超えるものと予想される。これは、現在の町の

人口とほぼ同数の値であり、中央地区は今後も住宅地としての開発が進み人口が増加すると考えられ

る。新開発地域である中央地震の負荷が町全体の大半を占める可能性があり、この負荷量と沿岸域

への影響を詳細に予測・検討する必要がある。

東部地区は吉くかちの漁業集落であり人口は横ばいであり、西部地区においても農業地替でこの地

区も横ばい傾向にある。
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5.今後の課題
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図-7 人口推移と予惣

一般に、上流に住宅密集地がある地区では水質が悪化しているので、集落規模の雑排水処理施設

を設けることはかなり有効と思われる。今回調査した階上町においても、中央地区の人口が増加傾向

にあり、生活雑排水の流入により河川の水質汚染が認められた。今後これらの地区を中心とした水環

境の問賠に一層注意を払い、河川及び海域等の水質汚染を未然に防止するための施策を講ずる必

要があると考えられる。

また、近年、八戸地域の水源である蟹沢の窒素、リンの値が増加し続けており、これは中央地区の排

水(図-1の東の海側ではなく、西の山間地帯の谷への流入)によるものと思われるので、今後慎重に

調杢を続けていきたい。

前川水質の汚濁は地方都市にも広く認められているが、人口密度の低い地域にまで下水道設備を

徹底させるか菅かは今後の問題として残されている。いずれにしても、南川水質改善と本格的に取り

組むためには下水道整備の効果も含め、河川水質の変化に係わる要閣について十分な検討が必要

とされる。生活排水を処理することは地域環境を守る上で重要である。
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以上、階上町においては、人口総度に応じた三種類の下水道の設置が望ましいと考える。す

なわち、人口密度の高い中央地区には公共下水道、やや離れた集落が囲まっている東部地区に

は集落下水道、人口密度の低い西部地区には個別の浄化槽というように使い分けることが必要

である。よって魚員類の宝庫となっている階上町の海岸線および貴重な蟹沢水源を守ることが

できると考える。なお、以上の点は汚濁付加を正確に計算した後に理論づける必要があり、現

在追加調査と解析を進めているところであり、既存の下水道計画2)の評価もあわせて行う予

定である。
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